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笛
吹
市
に
は
、
古
墳
が
非
常
に
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
代
、
規
模
、
形
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
こ
の
探
訪
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
こ
れ
ま
で
岡
・

銚
子
塚
古
墳
（
八
代
町
岡
）
、
姥
塚
古
墳
（
御

坂
町
井
之
上
）、
積
石
塚
古
墳（
石
和
町
松
本
、

春
日
居
町
鎮
目
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
八
代
町
に
残
る
興
味
深
い
古
墳

の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　　
八
代
町
南
に
あ
る
円
墳
で
す
。
直
径
は
35

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
５
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

規
模
は
県
内
で
も
大
き
な
方
で
す
。

　
遺
体
を
納
め
た
石
の
部
屋
は
、
横
穴
（
よ

こ
あ
な
）か
ら
入
る
方
式（
横
穴
式
石
室
）で
、

南
西
側
の
墳
丘
の
す
そ
部
に
そ
の
口
を
開
け

て
い
ま
す
。
部
屋
の
壁
は
川
原
石
を
積
み
上

げ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
特
に
奥
壁
と
天
井
に

は
非
常
に
大
き
な
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
体
と
と
も
に
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
品
々

（
副
葬
品
）は
、
残
念
な
が
ら
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
古
墳
は
、
そ
の
地
域
で
権

力
を
振
る
っ
て
い
た
人
物
の
墓
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
造
ら
れ
た
時
代
は
、
石
室
の
造
り
方
か
ら
、

姥
塚（
う
ば
づ
か
）古
墳
と
同
じ
６
世
紀
終
わ

り
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
古
墳
は
、
八
代
町
北
に
あ
る
熊
野
神

社
の
す
ぐ
東
に
あ
り
ま
す
。
呼
び
名
は
「
ず

ん
ぐ
り
づ
か
」
で
す
。

　
本
来
は
前
方
後
円
墳
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

明
治
22
年
の
道
路
工
事
で
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、

現
在
は
後
円
部
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
の
際
、
後
円
部
の
頂
上
に
、
遺
体
を

埋
葬
す
る
施
設
が
２
カ
所
見
つ
か
り
ま
し
た
。

一
つ
は
竪
穴（
た
て
あ
な
）式
石
室
と
よ
ば
れ

る
タ
イ
プ
で
、
も
う
一
つ
は
組
み
合
わ
せ
石

棺
で
す
。
現
在
も
、
そ
れ
ら
に
使
わ
れ
た
石

材
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
竪
穴
式
石
室
か
ら
は
、
刀
が
２
本
、
矢
じ

り
が
10
本
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組

み
合
わ
せ
石
室
か
ら
は
、
刀
１
本
、
玉
類
の

ほ
か
、
直
径
11
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅

鏡
が
１
枚
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
、
５
世
紀
後
半
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
代
町
南
の
中
央
道
と
県
道
に
挟
ま
れ
た

地
区
に
あ
る
古
墳
で
す
。

　
前
方
後
円
墳
の
「
前
方
」
部
が
短
い
「
帆

立
貝
（
ほ
た
て
が
い
）
式
古
墳
」
と
呼
ば
れ

る
形
を
し
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
ま
だ

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
円
部
付
近
で
は
、

埴
輪
（
は
に
わ
）
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
初
期
に
前
方
部
に
土
俵
を
作
っ
た
時
、

鉄
剣（
両
刃
）、
鉄
刀
、
鉄
鉾（
て
つ
ほ
こ
）が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
時
代
は
、
５
世
紀
後
半

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
塚
古
墳

団
栗
塚
古
墳

狐
塚
古
墳

　
平
成
19
年
２
月
に
86
歳
の
生
涯
を
終
え
た

俳
人
飯
田
龍
太
を
し
の
び
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
担
当
編
集
者
を
務
め
た
鈴

木
氏
が
、
龍
太
の
家
族
愛
、
郷
土
境
川
に
対

す
る
思
い
な
ど
を
語
り
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
21
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
境
川
総
合
会
館

■
講
師

　
鈴
木
豊
一
氏（
角
川
学
芸
出
版
）

■
定
員
　
１
５
０
人

※
当
日
は
、
鈴
木
氏
所
蔵
の
飯
田
龍
太
の
資

料
を
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９�

　
ま
た
は
境
川
図
書
室

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

　
将
棋
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
将
棋
団
体
戦
を
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象

４
人
１
チ
ー
ム
な
ら
ど
な
た
で
も
（
小
・

中
学
生
、
シ
ル
バ
ー
、
女
性
が
所
属
す

る
チ
ー
ム
に
は
、
優
遇
措
置
を
設
け
る

予
定
）

■
日
時

　
３
月
22
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分
　
　
　�

　
開
催
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
参
加
費

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
（
昼
食
、
賞
品
代

含
む
）

■
定
員
　
16
チ
ー
ム（
予
定
）

■
申
込
締
切
　
３
月
６
日（
金
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に

な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
現
代
ア
ー
ト
作
家
を
中
心
に
、
子
ど
も
や

学
生
が
、
「
森
」
を
テ
ー
マ
に
野
外
で
ア
ー

ト
展
示
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
土
日
、
祝
日

は
、
音
楽
、
食
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
。

　
公
園
を
散
歩
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
３
月
14
日（
土
）〜
29
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森

■
主
催

　
金
川
の
森
ア
ー
ト
展
事
務
局

■
共
催

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
今
年
度
市
民
講
座（
ス
コ
レ
ー
大
学
）受
講

生
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
３
月
17
日（
火
）〜
29
日（
日
）�

　
開
館
時
間
中

　（
29
日
は
正
午
ま
で
）

※
た
だ
し
、
18
日
・
25
日
は
休
館

■
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か�

ロ
ビ
ー

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９�

受講生の力作が並びます


